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本
書
は
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
が

一
九
七
〇
年
以
来
毎
年
発
行
し
て
き
た

『
ア
ジ
ア
動
向
年
報
』
の
最
新
版
で
、

二
〇
〇
八
年
の
ア
ジ
ア
地
域
の
動
向
を
分

析
し
た
も
の
で
あ
る
。『
ア
ジ
ア
動
向
年

報
』
は
、
そ
の
豊
富
な
内
容
か
ら
ア
ジ
ア

地
域
の
専
門
家
や
企
業
・
官
公
庁
の
国
際

業
務
担
当
者
な
ど
の
必
携
書
と
し
て
の
評

価
を
得
て
い
る
。
本
年
も
ま
た
研
究
所
内

外
所
属
の
二
二
カ
国
、
地
域
に
関
す
る
専

門
家
が
新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
現
地
資
料
を

駆
使
す
る
と
と
も
に
現
地
調
査
も
適
宜

奥
田　

聡

新
刊
紹
介

二
〇
〇
九
ア
ジ
ア
動

向
年
報

アジア経済研究所
2009年

行
っ
て
詳
細
な
る
分
析
を
行
っ
た
。

　

本
書
は
大
き
く
分
け
て
主
要
ト
ピ
ッ
ク

ス
編
と
各
国
地
域
編
か
ら
な
る
。

　

主
要
ト
ピ
ッ
ク
ス
編
で
は
自
由
貿
易
協

定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
お
よ
び
ア

メ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
関
係
を
取
り
上
げ
て
ア

ジ
ア
情
勢
の
総
合
的
把
握
に
努
め
た
。

　

本
書
の
主
要
な
部
分
を
な
す
各
国
・
地

域
編
は
、
韓
国
、
北
朝
鮮
、
モ
ン
ゴ
ル
、

中
国
（
含
香
港
特
別
行
政
地
区
）、
台
湾
、

ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
タ

イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、東
テ
ィ
モ
ー

ル
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
パ

キ
ス
タ
ン
お
よ
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
分

析
対
象
と
す
る
。
国
内
外
に
専
門
家
が
少

な
い
国
・
地
域
も
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
本

書
の
ひ
と
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
各
国
・
地

域
編
で
は
二
〇
〇
八
年
一
年
間
の
内
政
・

経
済
・
外
交
を
分
析
し
た
論
文
の
ほ
か
、

現
地
資
料
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
重
要
日

誌
、
参
考
資
料
、
主
要
統
計
を
収
録
し
て

い
る
。
ア
ジ
ア
地
域
に
関
し
て
こ
れ
ほ
ど

充
実
し
た
内
容
を
そ
な
え
た
刊
行
物
は
本

書
以
外
に
は
な
い
。
本
書
の
各
国
・
地
域

編
の
体
裁
は
発
刊
以
来
約
四
〇
年
に
わ

た
っ
て
基
本
的
に
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、

長
期
に
わ
た
る
時
系
列
的
比
較
に
も
便
利

で
あ
る
。

　

二
〇
〇
八
年
の
ア
ジ
ア
地
域
の
動
向
を
、

本
書
を
通
じ
て
見
て
み
よ
う
。

　

二
〇
〇
八
年
前
半
の
ア
ジ
ア
経
済
の
焦

点
は
資
源
価
格
高
騰
に
よ
る
物
価
上
昇
圧

力
を
い
か
に
し
て
抑
え
込
む
か
で
あ
り
、

こ
の
た
め
に
自
国
通
貨
買
い
支
え
（
韓
国
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
）、金
融
引
き
締
め
（
韓
国
、

中
国
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
な
ど
）、
物
価
対
応
政

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
タ
イ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

な
ど
が
発
動
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、九
月
の
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー

ス
破
綻
を
き
っ
か
け
と
し
た
世
界
同
時
不

況
で
二
〇
〇
八
年
後
半
の
ア
ジ
ア
経
済
は

外
需
の
「
蒸
発
」
に
直
面
し
、
第
４
四
半

期
に
は
経
済
成
長
率
が
大
き
く
失
速
し
た
。

経
済
政
策
の
基
調
は
一
転
し
て
景
気
刺
激

的
な
方
向
へ
と
変
わ
っ
た
。
年
前
半
に
金

融
引
き
締
め
が
行
わ
れ
た
国
・
地
域
で
は

利
下
げ
な
ど
の
金
融
緩
和
策
が
取
ら
れ
、

景
気
浮
揚
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
（
韓

国
の
総
合
対
策
、
中
国
の
四
兆
元
刺
激
策

と
農
村
家
電
普
及
策
、
台
湾
の
消
費
券
配

布
な
ど
）
も
打
ち
出
さ
れ
た
。

　

政
治
の
側
面
で
は
、
民
族
問
題
、
政
権

交
代
、
選
挙
結
果
へ
の
異
議
な
ど
が

二
〇
〇
八
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
い
え
よ
う
。

民
族
問
題
表
出
の
典
型
例
は
チ
ベ
ッ
ト
暴

動
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
人
が
中
国
の
民
族

政
策
を
不
満
と
し
て
起
こ
し
た
抗
議
行
動

を
中
国
治
安
部
隊
が
武
力
鎮
圧
し
た
事
件

で
は
多
数
の
犠
牲
者
が
出
た
。
先
進
国
を

中
心
と
す
る
国
際
社
会
は
こ
れ
を
強
く
非

難
、
聖
火
リ
レ
ー
が
妨
害
さ
れ
る
な
ど
の

影
響
が
あ
っ
た
。

　

政
権
交
代
は
、
韓
国
、
台
湾
、
タ
イ
、

パ
キ
ス
タ
ン
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、ネ
パ
ー

ル
に
お
い
て
実
現
し
た
。
台
湾
で
は
国
民

党
が
八
年
ぶ
り
に
政
権
を
奪
還
し
、
パ
キ

ス
タ
ン
で
は
連
立
与
党
が
一
九
九
九
年
以

来
政
権
の
座
に
つ
い
て
い
た
ム
シ
ャ
ラ
フ

大
統
領
を
辞
任
に
追
い
込
ん
だ
。
ま
た
、

ネ
パ
ー
ル
は
王
政
か
ら
連
邦
共
和
制
へ
と

体
制
が
移
行
し
た
。

　

一
方
、
タ
イ
と
モ
ン
ゴ
ル
で
は
選
挙
結

果
へ
の
異
議
が
実
力
行
使
を
伴
う
過
激
な

も
の
と
な
っ
た
。

　

外
交
面
で
は
朝
鮮
半
島
情
勢
・
印
パ
関

係
の
緊
張
化
が
特
筆
さ
れ
る
。

　

韓
国
の
李
・
新
大
統
領
は
、
北
朝
鮮
の

核
廃
棄
を
援
助
の
前
提
条
件
と
し
た
。
こ

れ
に
北
朝
鮮
が
激
し
く
反
発
し
、二
〇
〇
〇

年
の
南
北
共
同
宣
言
以
来
活
発
化
し
て
い

た
南
北
交
流
は
中
断
状
態
と
な
っ
た
。
印

パ
関
係
は
、
カ
シ
ミ
ー
ル
で
の
ト
ラ
ッ
ク

交
易
開
始
な
ど
の
友
好
ム
ー
ド
が
、
ム
ン

バ
イ
の
連
続
テ
ロ
を
契
機
に
一
気
に
冷
却

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
サ
イ
ク
ロ

ン
被
害
に
際
し
て
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
欧

米
か
ら
の
援
助
受
け
入
れ
の
き
っ
か
け
を

作
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ス
増
大
を
印
象
付
け
た
。

中
台
関
係
の
改
善
と
緊
密
化
も
ま
た
印
象

的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

本
書
の
内
容
は
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
の
閲
覧
も
可
能
で
あ
る
。
研
究
所
の
賛

助
会
法
人
会
員
の
方
々
は
現
時
点
に
お
い

て
閲
覧
可
能
で
、
そ
の
他
の
方
々
に
も
五

年
後
に
は
公
開
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

ア
ジ
ア
地
域
が
、
世
界
経
済
お
よ
び
国

際
政
治
に
お
い
て
果
た
す
役
割
は
日
増
し

に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
同
地
域
に
関
す

る
読
者
の
現
状
理
解
お
よ
び
将
来
展
望
の

一
助
と
な
る
こ
と
を
執
筆
者
一
同
、
切
に

願
う
も
の
で
あ
る
。

（
お
く
だ　

さ
と
る
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
専
任
調

査
役
）




